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○イオン結晶の構造 

 

   イオン結晶には、いろいろな構造がある。 

 

   ・塩化ナトリウム NaCl 型 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ・塩化セシウム CsCl 型 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イオンの配置 

・配位数 ＝      

・単位格子に含まれるイオンの数 

Na+ の数 ＝     

Cl−  の数 ＝     

 

単位格子に含まれるイオン 

Na+ Cl− 

 

イオンの配置 

・配位数 ＝      

・単位格子に含まれるイオンの数 

Cs+ の数 ＝     

Cl−  の数 ＝     

 

単位格子に含まれるイオン 

Cs+ 

Cl− 
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   ・閃亜鉛鉱 ZnS 型 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イオンの配置 

・配位数 ＝      

・単位格子に含まれるイオンの数 

Zn2+ の数 ＝     

S2−  の数 ＝     

 

単位格子に含まれるイオン 

Zn2+ S2− 
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（練習）塩化セシウム CsCl の結晶構造をもとに、セシウムイオン Cs+ の半径を求めよ。 

ただし、塩化セシウム CsCl の単位格子の一辺の長さを 𝑎 、塩化物イオン Cl− の 

半径を 𝑟 とする。 

 

 ※ 単位格子の、次のような断面で考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

𝑎 
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（練習）塩化ナトリウム NaCl の結晶構造をもとに、ナトリウムイオン Na+ の半径を求め 

よ。ただし、塩化ナトリウム NaCl の単位格子の一辺の長さを 𝑏 、塩化物イオン 

 Cl− の半径を 𝑟 とする。 

 

 ※ 単位格子の１つの面で考える。 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

𝑏 
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○分子結晶の構造 

 

   ・ファンデルワールス力による分子結晶の例：ヨウ素 I2 の結晶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ・氷（H2O）の結晶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分子の配置 

ファンデルワールス力は非常に弱く、分子はバラバラになりやすい 

… I2 には昇華する性質がある 

… 昇華しやすい物質には他に        や        が 

あるが、これらもファンデルワールス力による分子結晶である。 

 

 I2 

分子の配置 

ファンデルワールス力より強い       によって結合している 

ため、距離があっても構造が保たれる（隙間が多い結晶となる） 

… 融解すると結晶構造が崩れ、隙間に H2O 分子が入り込むので 

体積が      する 

（↑ H2O（液体）の密度     H2O（固体）の密度となる理由） 

 

 H2O 



6 

 

○共有結合結晶の構造 

 

   ・ダイヤモンドの結晶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ・黒鉛の結晶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C 原子の 4 個の価電子すべてが共有結合に使われている 

→ ダイヤモンドは電気を           

C 

C 原子の 4 個の価電子のうち   個が共有結合に使われている 

→ 黒鉛は電気を           

C 
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○アモルファスの構造 

 

   （例）石英 SiO2 を加熱して融解してから、冷却して凝固させる。 

 

 

                   加熱前：結晶（原子が規則正しく配列） 

 

 

 

 

 

 

                   冷却後：原子の配列が不規則になる 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ アモルファスには決まった融点がない。 

   （結晶には、決まった融点がある。） 

 
           （非晶質）という。 


